


五福キャンパスで麻疹発生のため４日まで休講になっ
たと掲示板で見ました。学びのアシストはどうなるの
ですか？

緊急連絡メール，受信致しました。残念です…
９月からの活動を，楽しみにしています。

おはようございます。今回の○○学部の学生さんはハ
シカの疑いが低かったと聞きました。ハシカが感染す
る危険がなくなったのですが，それでも学びのアシス
トはしばらく中止でしょうか？

メール届きました。安心しました。
８日から再開される活動の内容は自分で連絡しなくて
はいけないのですか。

わかりました。再開されることになってよかったです。
次の活動に間に合うかわかりませんが，一応はしかワ
クチンの予約もしました。これからまた健康管理も含
めてしっかり頑張っていきたいです。

アンケートによると，８月末で教員を志望する気持ち
が４月当初より弱くなっているようです。心配になり
メールしました。ひょっとしたら子どもたちとの関係
か，担任の先生との関係がうまくいっていないのでは
ないでしょうか。ちょっとしたことが原因で行き違い
を生じることがあります。先生になりたいと希望を
持って活動するのと，迷って活動するのとではあなた
の活気が違ってきます。結果も違ってきます。もし相
談する気持ちがあれば事情を聞かせてください。
メールを待っています。

こんにちは。担任の先生や子どもたちとの関係という
よりも，“教師”の理想と現実のギャップだと思います。
私は昔から子どもが好きで，近所の子どもの世話をし
たこともありました。それで教師になりたいと思うよ
うになりました。しかし，学びのアシストを通して私
が思っていた以上に教師の大変さや子どもが好きとい
う気持ちだけでは駄目だということを知りました。
また，私はあまり人付き合いが得意ではありません。
人付き合いが苦手な私には教師は向いていないんじゃ



ないか…と考えるようになったんです。これらが気持
ちが弱まった原因だと思います。

正直に答えてくれました。以前のメールで，元気なク
ラスと聞いていました。担任の先生の大変さも見てい
たのでしょう。確かに教師の仕事は大変ですが，努力
していると子どもたちとの連帯感が生まれてきます。
公立学校の先生と子どもたちの関係は親子に近いもの
があります。嫌だったらやめるというわけにはいきま
せん。何とかして目標に向かってのやる気を育てるこ
とが大切な仕事になります。そのためには，こつこつ
と日々の努力を続ける以外に方法がありません。先生
は子どもたちの日々の反応を見ながら対策をたてて実
践することをくり返します。ある時は先輩や同僚と相
談しながら，この苦労の向こうに大きな喜びがありま
す。私も学級経営がうまくいかなくて，一学期間苦し
んだ思い出がありますよ。
次に人付き合いですが，付き合いが上手でないとすば
らしい先生になれないというわけでもありません。相
手の話の聞き上手という手法もあります。共感して聞
くことにより意思の疎通を図ることができます。
どんな職業を選んでも理想と現実とのギャップはあり
ます。教師は子どもたちの笑顔をめざしてがんばるの
です。苦労すればするほど価値がありますよ。

アンケートによると，8月末で教員を志望する気持ち
が４月当初より弱くなっているようです。
心配になりメールしました。ひょっとしたらこどもた
ちとの関係か，担任の先生との関係がうまくいってい
ないのではないでしょうか。ちょっとしたことが原因
で行き違いを生じることがあります。先生になりたい
と希望を持って活動するのと，迷って活動するのとで
はあなたの活気が違ってきます。結果も違ってきます。
もし相談する気持ちがあれば，事情を聞かせてくださ
い。メールを待っています。

メールありがとうございます。私が教員志望ではなく
なったのは，学びのアシストが原因ではありません。
私は４月のころ，幼稚園と保育園の免許を取るつもり
でした。しかしこのときすでに，社会福祉士の資格を
取るかということで悩んでいました。だから，この授
業を取るか悩みました。しかし，Ｍ先生に“将来，子
どもと関わる仕事に就こうと思っている人はとった方
がいい”と言われて，この授業をとることを決めまし
た。たくさん悩んだ末に，保育士と社会福祉士の資格  

を取ることにしました。せっかく希望の大学に入れた
のだから自分のやりたいことをしようという考えに至
りました。だから逆に，この決断をしてから学びのア
シストを自分がとっても良かったのだろうかと不安に
なりました。しかし辞めたいわけではありません。子
どもたちはとても元気に私のことを“先生!”と呼ん
でくれ，また担任の先生はとても尊敬できる人です。
小学校に行くことはとても楽しみなことです。以上が
なりたくないというのに○をした理由です。しかし，
正直この質問に答えるときに，どっちにつければよい
のか悩みました。なりたくないというよりも，なれな
い道を選んだので，そのように回答しました。
学びのアシストが原因ではありません。むしろ，前よ
りも教師という仕事の素晴らしさがわかった気がしま
す。ご心配をおかけしてすいませんでした。先生から
のメールはとてもうれしかったです。ありがとうござ
いました。

あなたの人生観，やる気に敬意を表します。保育士，
社会福祉士ともに人間関係が大切となる職業です。学
びのアシストは子どもたちとの人間関係の大切さを第
一に学びます。教育技法は次の課題となります。ここ
が教育実習と大きく違うところです。従って，あなた
が学びのアシストの活動をすることは理にかなってい
ます。がんばってください。でも，配置校ではそのこ
とを主張しないでください。誤解される恐れがあるか
らです。何かあったらまたメールください。



９月に入ってからたくさんの活動を経験していること
と思います。ご苦労様。皆さんの活動が円滑にすすむ
よう，これまでもE-メールによる活動報告をお願い
していました。うまくいっているという感想が多数あ
る中で，戸惑っているという人たちも若干みられます。
メールを出さない人の中にも戸惑っている人がいるの
ではないか心配です。そこで，今後全員の活動状況を
把握し，適切な支援を図ることとしました。
10月より，下記により毎回の報告をお願いします。

記
期限　　毎回活動の翌日まで
宛先　　本多客員教授のメールへ
内容　　１　実施日・開始時刻～終了時刻（滞在時間）
　　　　２　主な活動内容（見出し程度）
　　　　３　感想（感動したこと，心配なことなど）
※注意　今後，報告の有無も評価の資料とします。
　　　　しっかり報告しましょう。

先週，風邪で休んでしまったので今日は２週間ぶりの
小学校で少し緊張しましたが，特に問題もなく無事に
過ごすことができホッとしています。しかし，少し気
になることがあります。同じ小学校に行っているもう
一人がもう３週間連続で休んでいます。最初の２回は
風邪ということでちゃんと連絡したようですが，今日
は無断だったようでちょっと問題になっていました。
何か事情を知らないかと聞かれましたが，私はコース
も違って行くときもばらばらなので全く連絡をとって
いません。今後，同じ学校に行っている相手とは連絡
を取り合った方がよいのでしょうか？

10月に入ってから毎週45 ～ 55名の活動報告があり
ます。毎回がんばってくれてご苦労様。大部分の皆さ
んは多少の苦難を乗り越えて満足感に溢れる活動を続
けています。しかし，十数名の人がほとんどメール報
告をしていません。今回はその中から久しぶりの訪問
予定を報告なく休んで子どもたちの期待を裏切ったと
いう苦情がでました。毎回報告をきちんとしておれば
よいという考えもありますが，おきてからでは遅い場

合もあります。そういうことへの予防も含めたメール
相談です。心配が現実になりました。学校で子どもた
ちにルールを指導することも教師の大事な仕事です。
アシストとして活動をするのであれば指導者です。指
導者はしっかりと約束事を守りましょう。ほとんどの
皆さんには不必要な案内ですが，全員に再度連絡しま
す。12月より，毎回の報告をお願いします。





「ほぼ一日の活動ご苦労様でした。
学校でうれしいことが見つかるなんてすばらしいです
ね。しかも２つもです。たわいのないことかもしれま
せんが，この気持ちが大切なのです。幸せは自分の心
が決めるものですね。２人の方から私に近寄ってきて
くれたこといいですねー。」

「アンケートによると，子どもたちとの人間関係で少
し困っているとありました。心配になりメールしまし
た。」
「騒がしかったり，立ち歩いたりする（ですか。それ）
には，理由があると考えましょう。」

「きちんと翌日までに報告しましょう。子どもを指導
する先生が約束を守れなくてどうするのでしょう。率
先垂範ですよ。」

「けんかが多くて大変ですね。休み時間のけんかです
ね。アシストさんは，とりあえず，けんかが始まる気
配を感じたら二人の間へはいることです。そして話し
かけるのです。始まってからでは遅いのです。こんな
ことをしていれば，先生がどんな気持ちでいるか分
かってきます。次は，けんかをしている中に入ってど
うしたの，怒っているわけを話してごらん。と双方の
話を聞くのです。どちらがいいとか言うのではなく，
言い分をしっかり聞いてあげるのです。我慢するとい
う部分がでたら大いに褒めましょう。」

「がんばる人には応援団がいる。ひとりぼっちではあ
りません。だから，自分の性
格の悩みについては，なかな
か結論が出ません。愚痴でも
いいですからメールしてくだ
さい。」
「風邪で欠席し1週間空いたの
で，楽しいお土産を仕入れて
いってください。喜びますよ。」



「英語の授業は外国人の先生でした。日本人にはない
オーバーリアクションで授業を行っていたので３年生
は興味津々でした。計算練習は６限目だったので，半
分以上の子どもがぼーっとしていました。」

「算数の授業では手作りのてんびんをつかい，身近に
あるものの重さ比べを行いました。グループごとに行
う作業で，目の前にあるてんびんで子どもたちは遊び
はじめ，先生の話しを聞き逃したり，言われた通りの
作業ができないグループがいくつかありました。そこ
で何回か注意しましたが，またすぐに話しはじめ集中
力がないなと感じました。そして子どもたちの集中力
を取り戻すためにはどうしたらいいか考えました。」

「昨日から熱があり，今日の午前中にしばらく様子を
見てたのですが，なかなか具合がよくならなかったの
で小学校に連絡し，今回の活動を休ませて頂きました。」

「クラスに指しゃぶりや鉛筆かじりをする子がいま
す。他の子どもたちからは馬鹿にされています。ただ
単に，かじるなと言ってやめるような感じではないの
です。私はどのように対応すればよいでしょうか。」

「今日は掃除の時間中，先生に言われなくてもみんな
テキパキと動いていたので，とても感心しました。」
「分かりました。ありがとうございました。」





◇相関関係より



久しぶりに子どもと遊んだり話したりしてとても楽し
かったです。先生とも作業しながら話してアドバイス
をしてもらえたのでよかったです。
掃除を多くの子がしっかりとしていません。うまく促
すにはどのようにしたらいいですか？

学びのアシストは，まず子どもたちと仲良しになるこ
と，それと真面目に活動して子どもたちに信頼される
ことです。これが教育の土台です。うまくいってますね。
掃除をうまく促すには→率先垂範です。「Ｂ先生，今
日はここをきれいにするから任せてね。」終わったら，
「きれいになったでしょう。すっきりしたーっ。」ぐら
い言うと，仲間が増えます。後は，がんばった子を褒
めるのです。

六年生の算数が遅れがちの生徒に，個別で教えてあげ
たのですが，やり方を教えてあげるとちゃんと出来て
いたので，個人的にはうまくいったと思いました。久
しぶりの給食はおいしかったです！

丸一日の活動ご苦労様ですが，他に何かの活動で心に
残ったことはありませんか。少しでも書いてあればよ
り良い活動へのヒントをあげることができますが。
やり方を教えてあげてちゃんとできるようになってよ
かったですね。次の時間にでも，定着したか確認して
みましょう。定着していなかったとしてもがっかりし
ないでください。そうならば，次の対策を考えればよ
いのですから。教育はこの連続です。
給食はOKですね。掃除の時間はどうしていますか。

そうじの時間はどうしていいかわからなくて，ずっと
職員室にいました。

私の掃除指導の秘訣を教えます。それは，率先垂範で
す。「Ｂ先生は，今日はここをきれいにするぞ。」と言っ
て始めます。終わったら，「わーきれいになったね。
疲れたけど気持ちいいねー。」
これですよ。考える前にまず行動から，です。



最近はようやく学習の指導にも慣れてきて，児童達の
「わかった！」「解けた！」という表情を見るのがとて
も嬉しいです。今日は算数の時間に，「10ｍの白のリ
ボンは，５ｍの赤のリボンの何倍ありますか。」とい
う問題をしました。もちろん答えは「２倍」なのですが，
児童達は，何故式が「10÷５」になるのかわからなかっ
たようです。その時はＫさんという女の子に教えてい
たのですが，式が10÷５になることをうまく説明で
きない自分がいました。この時に「子ども目線」とい
うものをほんのわずかですが実感できたと思います。
まだまだ受け身の姿勢でアシスト先生として活動して
しまいます。もっと自分から活動できるようにしたい
です。また臨機応変に対処できるよう，視野を広く行
動することを心がけようと思いました。

今日はご苦労様。「わかった！」「解けた！」という表
情を見るのがとても嬉しいというのは，ベテランでも
そうなのですよ。何倍とは？ 10÷５とは？白いリボ
ンと赤いリボンを比べるの？長さを比べるの？
子どもの誤答分析から，こんなことを考えていきます。
ひょっとしたら問題が問題なのかもしれません。
先生は楽しいですよ。いつも考えることがたくさんあ
りますから。



今日は，子どもたちが私のことを，多くの場面で必
要としてくれて嬉しかったです。子どもが芋を見つけ
た時は，見て欲しいといわんばかりに，[でっかいが
見つけた]などと声をかけてくれました。子どもに[す
ごいねぇ～よく頑張って掘ったね]などたくさん褒め
ることができたので，良かったです。

私のことを多くの場面で必要としてくれて嬉しかっ
た。それは，「でっかいが見つけた」などと声をかけ
てくれたことに対して「すごいねぇ～よく頑張って
掘ったね」などたくさん褒めることができたことです。
これでいいのです。信頼関係が確立していると言えま
すね。かれらのモチベーションの元ですよ。

今思ったのですが，私が本多先生に褒められてとても
とっても嬉しいように，子どもたちだって嬉しいので
すよね。私以上に。褒めれるところをたくさん気付け
るようになって，それを子どもたちに多く伝えたい思
います。自信が前よりも少しつきました。ありがとう
ございます。

私はおべんちゃらで褒めていません。だから気持ちが
伝わるのでしょうね。「褒めれるところをたくさん気
付けるようになって，それを子どもたちに多く伝えた
い」。考え方は大正解です。よかった，よかっただけ
では気持ちは伝わりません。何処がどうよかったのか，
きちんと理解して褒めてあげることが大切です。
そのために，しっかり見たことをメモしましょう。こ
のノートは一生の財産になります。

アンケートによると，こどもたちとの人間関係で少し
困っているとありました。心配になりメールしました。
ちょっとしたことが原因で行き違いを生じることがあ
ります。もし相談する気持ちがあれば事情を聞かせて
ください。案外簡単に改善されるかもしれませんよ。
メールを待っています。

以前上記のメールを送りましたが，その後の様子はい
かがでしょうか。メールください。



９月になってから朝から学校に行けることができ，小
学生とも打ち解けることができました！今は楽しく勉
強させてもらってます。

10月に入ってから連絡がないので心配です。
学びのアシストの活動をしていますか。お知らせメー
ル届いていませんか。このメールが届いたら返事をお
願いします。

大丈夫です！配置校には水曜日の午後は毎回通ってい
ます。子ども達とも，先生方ともしっかりコミュニケー
ションが取れるようになって来ましたので楽しく活動
させてもらっています。メールも届いています。

よく読んでいないようなので，９月２８日のメールを
再送します。ということで，全く大丈夫ではありませ
ん。今回の報告はもう一度送り直しましょう。


